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「「「「平成平成平成平成１８１８１８１８年年年年３３３３月度月次売上概況月度月次売上概況月度月次売上概況月度月次売上概況（（（（速報速報速報速報）」）」）」）」についてのおについてのおについてのおについてのお知知知知らせらせらせらせ    
    

当社は、投資家をはじめとする利害関係者の方々により正確に当社を理解していただくため

に、自社情報のタイムリーディスクロージャーを推進しておりますが、この一環として、下記

のとおり当期３月度月次売上概況（速報）をお知らせいたします。 
 

記 

◇売上高（単体） （単位：百万円） 

３月度 当期累計 

自)平成18年３月１日 自)平成17年４月１日 

至)平成18年３月31日 至 )平成18年３月31日 

期 別 

 

 

区 分 当期 前年同期比 当期 前年同期比 

レジャーリゾート事業部門 1,106 116.7％ 12,246 108.9％ 

 スパリゾートハワイアンズ 961 113.4％ 10,632 105.6％ 

 ホテルクレスト札幌 37 103.9％ 461 101.5％ 

 クレストヒルズゴルフ倶楽部 68 106.2％ 817 112.5％ 

 山海館 ※1 39 ―  336 ―  

燃料商事事業部門 2,028 193.9％ 15,433 98.0％ 

開発事業部門 ※2 ― ― 832 45.7％ 

合 計 3,134 150.4％ 28,511   98.9％  
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◇利用人員（レジャーリゾート事業部門） （単位：千人） 

３月度 当期累計 期 別 

区 分 当期 前年同期比 当期 前年同期比 

ハワイアンズ   (日帰) 136 105.2％ 1,511 103.7％ 

ホテルハワイアンズ (宿泊) 35 108.5％ 368 103.8％ 

ホテルクレスト札幌 5 105.1％ 52 104.5％ 

クレストヒルズゴルフ倶楽部 3 97.0％ 49 115.0％ 

山海館      (宿泊) 1 ―  10 ―  

 

※1 株式会社山海館は、平成 17 年５月１日に当社と合併いたしました。 

※2 開発事業部門は、平成 18 年２月１日に会社分割いたしました。 
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◇コメント：平成 18 年３月度売上高について 

 レジャーリゾート事業部門につきましては、ハワイアンズ(日帰)は、当社施設を紹介する 

テレビ放映や映画『フラガール』制作のマスコミ紹介等が奏功し、利用人員は 136 千人(前年 

同期比 105.2%)となりました。ホテルハワイアンズ(宿泊)は、首都圏からの卒業旅行等の個人 

客が堅調に推移し、35 千人(前年同期比 108.5%)となりました。また、クレストヒルズゴルフ 

倶楽部はほぼ前年並みにて推移いたしました。 

この結果当部門の売上高は、1,106 百万円(前年同期比 116.7%)となりました。尚、平成 17 年度

を通してのハワイアンズ日帰り入場者は、昭和 45 年度(1,553 千人)に次ぐ創業来 2 番目の記録

となり、35 年ぶりの 150 万人突破となりました。 

 



 燃料商事事業部門におきましては、石炭・石油両部門とも主要納入先の電力向け販売が大幅 

に増加したことにより、売上高は 2,028 百万円(前年同期比 193.9%)となりました。 

 以上により、全体の売上高は 3,134 百万円(前年同期比 150.4%)となりました。 

 

（参考） 

  山海館の合併前の売上を含めた前年比較は以下のとおりです。 

◇売上高 （単位：百万円） 

３月度 当期累計 

自)平成18年３月１日 自)平成17年４月１日 

至)平成18年３月31日 至 )平成18年３月31日

期 別 

 

 

区 分 当期 前年同期比 当期 前年同期比 

レジャーリゾート事業部門 1,106 112.7％ 12,278 105.3％ 

 スパリゾートハワイアンズ 961 113.4％ 10,632 105.6％ 

 ホテルクレスト札幌 37 103.9％ 461 101.5％ 

 クレストヒルズゴルフ倶楽部 68 106.2％ 817 112.5％ 

 山海館  39 117.5％ 368 89.0％ 

燃料商事事業部門 2,028 193.9％ 15,433 98.0％ 

開発事業部門 ― ― 832 45.7％ 

合 計 3,134 148.0％ 28,543   97.6％  

※注 速報数値については、確定数値ではありませんので、若干変動する場合があります。 

以上 

 

 

  


